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白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

JA白山
（@530vzuic）

（令和４年１月末実績参考）

組合員数  6,966名（団体含）

貯金残高 77,026百万円

貸出金残高 13,358百万円

長期共済保有高 1,857億円

購買品供給高 1,915百万円

販売品取扱高 1,065百万円

私たちの 無料税務相談会
■ 開 催 日 時

■ 開 催 場 所
令和４年４月25日㈪　
JA白山  本店

■ お問い合わせ・お申込先 本店総務課 藤本
■ 顧問税理士 税理士 本田　英夫（㈱アーマス）

要予約

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

午前９時～12時（基本30分単位）

特 集 白山市と高齢者見守り活動に関する
協定を締結

今月は、お買物券付き
表紙の写真

エアリーフローラ

採用に関するお問い合わせ先

新

新規職員採用について

規職員採用

●学　　歴　大学・短大・専門学校・高校卒　
●学 部 等　全学部全学科
●応募資格
①大学卒業・卒業見込者
②短期大学、専門学校卒業・卒業見込者
③高校卒業・卒業見込者
（令和２年３月～令和５年３月卒業・卒業見込の方）
●説 明 会
　本 店：令和４年４月１日（金）午後２時～
　Web：令和４年４月８日（金）、13日（水）
　　　　午後２時～
　会場　本店説明会：JA白山本店
　　　　Web説明会：インターネット上
●願書受付期間
　令和４年４月４日（月）～４月22日（金）必着
●願書受付場所　JA白山本店 総務課
●選考日時
1次選考会（一般常識・作文または小論文・適性検査）
　令和４年４月25日（月）～５月２日（月）
2次選考会（役員面接）
　令和４年５月13日（金）午後２時～

■募集要項

●応募書類
履歴書（学校指定用紙、自筆、3ヶ月以内に
撮影した写真添付）
卒業見込証明書・学業成績証明書（後日送付可）
●選考場所
１次選考会：インターネット上
　　　　　　（作文または小論文のみ郵送）
２次選考会：JA白山本店
●方　針
JA白山は、協同と相互扶助を基本とし、組合員
及び地域社会への貢献活動を推進し、明るく誠
実で、目標に向かって積極的に取り組むことの
出来る人材を採用する。

令和５年度採用についてわからない点や疑問に思うことがありましたら遠慮なくお問い合わせ
ください。（受付時間：平日 午前9：00 ～午後5：00）

〒920-2154  石川県白山市井口町に62番地1
白山農業協同組合本店総務部総務課 令和５年度新規職員採用　担当  藤本、太田
TEL：(076)272－3333(代)　Mail：soumu@hakusan.is-ja.jp　ＨＰ：https://www.ja-hakusan.jp/

就職支援サイト「リクナビ」およびJA白山
ホームページ、本支店窓口において募集案
内を行っていますが、最新情報は当JAホー
ムページで掲載していますので確認してく
ださい。また、応募受付済みの方には随時
連絡を行いますので、早めにエントリーを
済ませることをおすすめします。

■採用人数　若干名
■職　　種　一般職：営農、経済、総務、信用、共済、農産物直売所の営業と事務全般
　　　　　　技術職：自動車・農業機械の整備

令和５年度
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２
月
４
日
、
白
山
市
役
所
で
「
高
齢
者
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
式
」
が
行

わ
れ
、
山
田
憲
昭
白
山
市
長
と
竹
内
文
雄
代
表
理
事
組
合
長
が
協
定
書
に
署
名
し
、

協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
J
A
白
山
で
は
毎
月
１
度
、
管
内
全
域
の
組
合
員
世
帯
約
４
，
８
０
０
軒
に
広

報
誌
を
お
届
け
す
る
と
と
も
に
、
組
合
員
の
皆
様
の
困
り
事
や
要
望
を
お
伺
い
す

る
「
ふ
れ
あ
い
訪
問
活
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
山
麓
地
区
な
ど
で
は
一
人

住
ま
い
の
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
活
動
を
通
し
て
安
心
し
て
過
ご

せ
る
地
域
づ
く
り
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
白
山
市
に
申
出
し
今
回
の
協
定
締
結
と

な
り
ま
し
た
。

　
協
定
書
に
は
J
A
職
員
が
ふ
れ
あ
い
訪
問
活
動
を
始
め
と
し
た
業
務
に
お
い
て
、

地
域
住
民
の
異
変
を
感
じ
た
際
に
は
速
や
か
に
市
へ
連
絡
す
る
ほ
か
、「
白
山
市

は
い
か
い
高
齢
者
等
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
登
録
さ
れ
た
高
齢
者
が
行
方
不
明

と
な
っ
た
場
合
に
は
市
と
連
携
し
て
捜
索
に
協
力
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
協
定
式
で
山
田
市
長
は
「
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、
元
気
な
街
づ
く
り
の
た
め
、

今
後
と
も
J
A
と
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
、
竹
内
組
合
長
は
「
協
同

組
合
は
相
互
扶
助
・
助
け
合
い
の
精
神
が
基
本
と
な
っ
て
お
り
、
今
回
の
協
定
を

機
に
一
層
取
組
み
を
強
化
し
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
社
会
福
祉
活
動
に
お
役
に

立
て
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
棚
田
地
域
の
活
性
化
や
棚
田

の
持
つ
多
面
的
な
機
能
の
理
解

促
進
を
目
的
に
農
林
水
産
省
が

主
催
と
な
り
優
良
な
棚
田
を
選

定
す
る
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
〜

ふ
る
さ
と
の
誇
り
を
未
来
へ

〜
」
の
選
定
委
員
会
が
行
わ
れ
、

河
原
山
の
棚
田
群（
鳥
越
地
区
）

が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
河
原
山
の
棚
田
群
は
美
し
い

景
観
だ
け
で
は
な
く
、
保
全
や

町
作
り
に
地
区
外
の
学
生
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
、
地
域
住
民
と
協
力

し
次
世
代
へ
継
承
す
る
新
し
い

町
の
あ
り
方
を
目
指
す
姿
が
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
石
川
県
か
ら
は
河
原
山
の
棚

田
群
の
他
、
輪
島
市
の
白
米
千

枚
田
や
羽
咋
市
の
神
子
原
地
区

棚
田
群
な
ど
、
計
７
か
所
の
棚

田
が
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

白
山
市
と
高
齢
者
見
守
り
活
動
に
関
す
る

協
定
を
締
結

第
10
回
理
事
会

日
時
／
令
和
４
年
１
月
27
日（
木
） 

午
後
１
時
30
分
〜

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
令
和
４
年
度
営
農
方
針（
案
）に

つ
い
て

第
２
号
議
案
　
投
資
信
託
窓
販
業
務
の
取
扱
い

に
つ
い
て

審
議
し
、全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
令
和
３
年
12
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
　
令
和
３
年
度
第
３
四
半
期
自
店
検
査
結
果

に
つ
い
て

３
　
令
和
３
年
度（
４
〜
12
月
）有
価
証
券
運
用

実
績
に
つ
い
て

４
　
令
和
３
年
度
第
４
四
半
期
余
裕
金
運
用
方

針
に
つ
い
て

５
　
令
和
３
年
度
第
３
四
半
期
苦
情
等
の
受
付

対
応
処
理
状
況
に
つ
い
て

６
　
令
和
３
年
度
第
３
四
半
期
事
務
ミ
ス
等
の

発
生
状
況
に
つ
い
て

７
　
令
和
３
年
度
第
３
四
半
期
反
社
会
勢
力
等

に
か
か
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

８
　
令
和
３
年
度
第
３
四
半
期
組
合
員
数
に
つ

い
て

９
　
営
農
方
針
地
区
別
説
明
会
日
程
に
つ
い
て

10
　
令
和
５
年
度（
２
０
２
３
年
）職
員
採
用
方

針
に
つ
い
て

11
　
そ
の
他

　
　
①
白
山
市
高
齢
者
見
守
り
活
動
に
関
す
る

　
協
定
書
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
②
令
和
４
年
度
理
事
会
開
催
計
画
に
つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り

第
11
回
理
事
会

日
時
／
令
和
４
年
２
月
25
日（
金
） 

午
後
１
時
30
分
〜

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
令
和
３
年
度
有
価
証
券
取
得
計

画
額
の
増
額
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
理
事
が
代
表
を
務
め
る
法
人
と

の
業
務
委
託
契
約
の
改
定
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　
組
合
員
の
法
定
脱
退
手
続
き
に

つ
い
て

審
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
令
和
４
年
１
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
　
令
和
３
年
度
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

３
　
営
農
方
針
地
区
別
説
明
会
報
告
に
つ
い
て

４
　
そ
の
他

　
　
①
役
員
の
ふ
れ
あ
い
訪
問
活
動
実
施
に
つ

　
　
　
い
て

理
事
会
だ
よ
り

人
と
自
然
が
作
り
出
す
美
し
い
棚
田
を
未
来
に

　
　
河
原
山
の
棚
田
群
が
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
に
選
定
！

地域
 活性
地域
 活性

「河と山につどい、ともに未来をつくる集落（まち）」として、棚田を活用し地域の活性化に努められています。
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０
２
３
年
）職
員
採
用
方

針
に
つ
い
て

11
　
そ
の
他

　
　
①
白
山
市
高
齢
者
見
守
り
活
動
に
関
す
る

　
協
定
書
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
②
令
和
４
年
度
理
事
会
開
催
計
画
に
つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り

第
11
回
理
事
会

日
時
／
令
和
４
年
２
月
25
日（
金
） 

午
後
１
時
30
分
〜

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
令
和
３
年
度
有
価
証
券
取
得
計

画
額
の
増
額
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
理
事
が
代
表
を
務
め
る
法
人
と

の
業
務
委
託
契
約
の
改
定
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　
組
合
員
の
法
定
脱
退
手
続
き
に

つ
い
て

審
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
令
和
４
年
１
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
　
令
和
３
年
度
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

３
　
営
農
方
針
地
区
別
説
明
会
報
告
に
つ
い
て

４
　
そ
の
他

　
　
①
役
員
の
ふ
れ
あ
い
訪
問
活
動
実
施
に
つ

　
　
　
い
て

理
事
会
だ
よ
り

人
と
自
然
が
作
り
出
す
美
し
い
棚
田
を
未
来
に

　
　
河
原
山
の
棚
田
群
が
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
に
選
定
！

地域
 活性
地域
 活性

「河と山につどい、ともに未来をつくる集落（まち）」として、棚田を活用し地域の活性化に努められています。
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農
機
購
入
対
策

事 業 費 2,500,000円

目 的 農業経営の維持・拡大のため、農業機械の購入に対し支援し、農家の負担軽減を図る。

内 容
●対象の農業機械（※乾燥機等を除く）の新車･中古車購入を対象とする。
●本体価格（消費税除く）の５%とする。但し、国県市等の補助対象となった場合は補助金
控除後の販売価格に対し３%とする。

基 準 ●JA白山組合員であり、JA取扱商品（税抜150万円以上）であること

直
売
所

生
産
拡
大

対
策

事 業 量 1,500,000円
目 的 直売所会員の拡大と農産物の生産拡大を図る
内 容 ●農産物の年間出荷販売高が15万円以上の出荷者へ1.3％支援する。
基 準 ●JA白山の組合員であること　　●よらんかいねぇ広場の登録者（１号会員）であること

直
売
所
新
規
出
荷

会
員
拡
充
対
策

事 業 量 1,000,000円
目 的 JA直売所出荷会員の高齢化に伴う新規会員の増強及び産直品の品揃えの充実を図る

内 容 ●新規会員がJA指定品目（果樹・希少野菜・菌茸類）を生産販売した場合、出荷額に応じて
上限15％までを支援する（３カ年）。

基 準
●JA白山の組合員であること　  ●よらんかいねぇ広場の新規出荷会員（１号会員）であること
●事前に生産出荷計画を提出しJAが審査認定したもの
●「直売所生産拡大対策」との併用は不可とする

園
芸
ハ
ウ
ス
補
助
対
策

事 業 費 1,000,000円
事 業 量 パイプハウス３カ年10棟
目 的 ハウス栽培により周年の出荷を促進し、販売量の確保と所得向上を図り産地化を目指す。

内 容

●野菜・花卉・果樹・菌茸類を生産・出荷する目的で、新規にパイプハウス購入者に対し、
ハウス購入資材費の20%を支援する。（上限30万円）
●水耕栽培の取組みに対し資材購入費の20%を支援する。
●他の補助事業の対象となるものは対象外とする。
●水稲育苗ハウスは対象としない。

基 準
●JA白山組合員で「よらんかいねぇ広場」会員であること
●JAとの出荷契約書を締結し、出荷計画書、栽培履歴を提出しJAが審査認定する
●JA白山より購入したハウス資材費（税抜）を対象とする　　●建設費用は対象としない

新
規
就
農
対
策

事 業 費 3,000,000円
目 的 農業生産の新規就農者（就農時50才以下）に支援する。

内 容 ●総額3,000,000円（毎年上限100万円を３年間）生産計画と実践に対して支払う（支援金
40万円＋JA出荷奨励金上限60万円）。

基 準

●JA白山の組合員であること。（新規に組合員加入するもの）
●親元就農及び法人組織への就農は対象としない
●新規就農者はJAが審査認定する（認定申請書の提出）　　
●他のJA支援事業との併用は不可とする

鳥
獣
害
対
策

事 業 費 1,000,000円
目 的 鳥獣害被害を最小限に防ぐため、防護資材（電気柵、防草シート、フェンス）の一部を対象とする。

内 容 ●電気柵及び防草シートは購入価格（税抜き）の20%、フェンス資材は購入価格の５%。
●他の補助事業との併用の場合は支払われた補助金額を控除した額を対象額とする。

基 準 ●JA白山管内の組合員及び組織で管内での設置を行うもの
●JAより購入した資材を対象とする

集
荷
向
上
対
策

事 業 費 14,000,000円

目 的 米価下落によって急速に悪化する水稲経営を支援するとともに、予約出荷による米集荷率の
向上によって有利販売と生産者所得増大を目指す。

内 容

●予約による出荷数量に対し下記の支援を行う。
　○予約出荷金　出荷俵数に応じ、１俵あたり200円～250円（税込）
　○ライスセンター利用加算金　出荷俵数に応じ、１俵あたり50円～100円（税込）
●ひゃくまん穀は複数年出荷契約に基づき出荷したものに400円/俵（税込）を加算する。
●水稲種子合格重量に対し３円/kg（税込）を支払う。

基 準

●JA白山組合員であること　　●予約出荷金は手取CE米以外の契約栽培米と「ひゃくまん
穀」は対象としない　　●栽培履歴提出者であること　　●予約出荷金の対象は予約数量
85％以上の出荷者とし、助成金は予約数量の115％を上限とする　　●共同施設利用者は２
回の基幹防除を実施すること

土
壌
改
良
材
散
布

支
援
対
策

事 業 費 2,500,000円
目 的 土壌改良資材及びもみ殻牛糞堆肥の散布を支援する。

内 容 ●土壌改良資材の購入額（税別）に対し10%を支援する。
●もみ殻牛糞堆肥の散布（行政と連携）に対し一定額支援する。

基 準
●JA白山組合員であること　　●JA取扱商品であること
●もみ殻牛糞堆肥（ソイルパワー）散布支援は１生産者10haを上限とし対象者及び散布圃
場の条件、支援内容等は別に定める。

２
年
３
作
導
入

支
援
対
策

事 業 費 1,300,000円
目 的 新規の２年３作体系導入に必要な播種機の購入を支援する。

内 容
●新規の２年３作の取組みにおいて、大麦・大豆（そば）生産に必要な播種機の購入額（税
別）の30%（上限70万円）を支援する。

●他の補助事業と併用する場合は補助金控除後の金額の15%とする
基 準 ●JA白山組合員でJA取扱商品であること　　●作付計画書を提出すること

そ
ば
生
産
振
興

対
策

事 業 費 3,000,000円
目 的 中山間地域におけるそばの生産振興を図るため、その生産に対し支援する。

内 容
●そば刈取に対する支援　反収に応じ、10ａあたり2,000円～4,000円
●そば収穫に必要なコンバイン購入額（税別）の30%（上限150万円）を支援する。
●他の補助事業と併用する場合は補助金控除後の金額の15%とする。

基 準 ●JA白山組合員でJA取扱商品であること　　●作付け計画書を提出すること
●そば栽培履歴を提出すること　　　　　　　●対象地区は中山間地域に限る

重
点
・
推
進
野
菜
、
花
卉
等

生
産
拡
大
対
策

事 業 費 2,000,000円

目 的 重点・推進野菜（ブロッコリー、ネギ、丸イモ、ナス、花卉）の生産出荷拡大と販路及び販
売価格確保のため支援を行う。

内 容

●出荷量に対する支援
　品目により、出荷量に応じ、１kgあたり1.5円（ニンジン）～20円（丸いも）花卉は販売高の１％
●新規に対する支援（JAグループと一体となった支援）
　栽培品目に応じ、10a（※）あたり１年目15,000円～20,000円、２年目7,500円～
10,000円　（※）フリージアは1.8ａあたり

●重点野菜生産のための機械（播種機・畝立て機・収穫機等）及び新規生産者の資材購入に
対し購入費（税抜）の20%の支援を行う。（上限は30万円）

●他の補助事業の対象となった金額は除く。

基 準
●JA白山組合員であること　　　　　　●部会加入者であること
●JAより購入した資材を対象とする
●指針に沿った栽培を実施すること　　●出荷計画書及び栽培履歴を提出すること

「２０２２営農の手引きデジタル版」 をリリースしました
　毎年、営農方針説明会等で配布しています「営農の手引き」を、
令和４年からは「デジタル版」を併せて公開することにいたし
ました。
　圃場や出先でもスマートフォーンやタブレット端末で確認が
できますので是非ご活用ください。右のQRコードやJA白山の
ホームページからダウンロードできます。

令和４年度 JA白山営農支援事業

支援事業についてのお問い合わせは、JA白山営農部（TEL 273-5277）まで

ダウンロード
ページは
こちら▼

　２月５日、管内４会場で令和４年度営農方針説明会を開催し、組合員約150人の参加がありました。
　説明会では令和４年度の重点方針として「水稲作における基本技術の徹底による収量向上」
「米・麦・大豆（そば）の２年３作と水田活用米穀による交付金の有効活用」「園芸振興作物の
集約とJA販売力の強化」「地域農業維持へのJA営農支援の提案と実践」の４項目を掲げ、JAが
独自に行う支援事業についても説明を行いました。

所得
 増大

生産
 拡大

地域
 活性
地域
 活性令和４年度 営農方針説明会開催
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農
機
購
入
対
策

事 業 費 2,500,000円

目 的 農業経営の維持・拡大のため、農業機械の購入に対し支援し、農家の負担軽減を図る。

内 容
●対象の農業機械（※乾燥機等を除く）の新車･中古車購入を対象とする。
●本体価格（消費税除く）の５%とする。但し、国県市等の補助対象となった場合は補助金
控除後の販売価格に対し３%とする。

基 準 ●JA白山組合員であり、JA取扱商品（税抜150万円以上）であること

直
売
所

生
産
拡
大

対
策

事 業 量 1,500,000円
目 的 直売所会員の拡大と農産物の生産拡大を図る
内 容 ●農産物の年間出荷販売高が15万円以上の出荷者へ1.3％支援する。
基 準 ●JA白山の組合員であること　　●よらんかいねぇ広場の登録者（１号会員）であること

直
売
所
新
規
出
荷

会
員
拡
充
対
策

事 業 量 1,000,000円
目 的 JA直売所出荷会員の高齢化に伴う新規会員の増強及び産直品の品揃えの充実を図る

内 容 ●新規会員がJA指定品目（果樹・希少野菜・菌茸類）を生産販売した場合、出荷額に応じて
上限15％までを支援する（３カ年）。

基 準
●JA白山の組合員であること　  ●よらんかいねぇ広場の新規出荷会員（１号会員）であること
●事前に生産出荷計画を提出しJAが審査認定したもの
●「直売所生産拡大対策」との併用は不可とする

園
芸
ハ
ウ
ス
補
助
対
策

事 業 費 1,000,000円
事 業 量 パイプハウス３カ年10棟
目 的 ハウス栽培により周年の出荷を促進し、販売量の確保と所得向上を図り産地化を目指す。

内 容

●野菜・花卉・果樹・菌茸類を生産・出荷する目的で、新規にパイプハウス購入者に対し、
ハウス購入資材費の20%を支援する。（上限30万円）

●水耕栽培の取組みに対し資材購入費の20%を支援する。
●他の補助事業の対象となるものは対象外とする。
●水稲育苗ハウスは対象としない。

基 準
●JA白山組合員で「よらんかいねぇ広場」会員であること
●JAとの出荷契約書を締結し、出荷計画書、栽培履歴を提出しJAが審査認定する
●JA白山より購入したハウス資材費（税抜）を対象とする　　●建設費用は対象としない

新
規
就
農
対
策

事 業 費 3,000,000円
目 的 農業生産の新規就農者（就農時50才以下）に支援する。

内 容 ●総額3,000,000円（毎年上限100万円を３年間）生産計画と実践に対して支払う（支援金
40万円＋JA出荷奨励金上限60万円）。

基 準

●JA白山の組合員であること。（新規に組合員加入するもの）
●親元就農及び法人組織への就農は対象としない
●新規就農者はJAが審査認定する（認定申請書の提出）　　
●他のJA支援事業との併用は不可とする

鳥
獣
害
対
策

事 業 費 1,000,000円
目 的 鳥獣害被害を最小限に防ぐため、防護資材（電気柵、防草シート、フェンス）の一部を対象とする。

内 容 ●電気柵及び防草シートは購入価格（税抜き）の20%、フェンス資材は購入価格の５%。
●他の補助事業との併用の場合は支払われた補助金額を控除した額を対象額とする。

基 準 ●JA白山管内の組合員及び組織で管内での設置を行うもの
●JAより購入した資材を対象とする

集
荷
向
上
対
策

事 業 費 14,000,000円

目 的 米価下落によって急速に悪化する水稲経営を支援するとともに、予約出荷による米集荷率の
向上によって有利販売と生産者所得増大を目指す。

内 容

●予約による出荷数量に対し下記の支援を行う。
　○予約出荷金　出荷俵数に応じ、１俵あたり200円～250円（税込）
　○ライスセンター利用加算金　出荷俵数に応じ、１俵あたり50円～100円（税込）
●ひゃくまん穀は複数年出荷契約に基づき出荷したものに400円/俵（税込）を加算する。
●水稲種子合格重量に対し３円/kg（税込）を支払う。

基 準

●JA白山組合員であること　　●予約出荷金は手取CE米以外の契約栽培米と「ひゃくまん
穀」は対象としない　　●栽培履歴提出者であること　　●予約出荷金の対象は予約数量
85％以上の出荷者とし、助成金は予約数量の115％を上限とする　　●共同施設利用者は２
回の基幹防除を実施すること

土
壌
改
良
材
散
布

支
援
対
策

事 業 費 2,500,000円
目 的 土壌改良資材及びもみ殻牛糞堆肥の散布を支援する。

内 容 ●土壌改良資材の購入額（税別）に対し10%を支援する。
●もみ殻牛糞堆肥の散布（行政と連携）に対し一定額支援する。

基 準
●JA白山組合員であること　　●JA取扱商品であること
●もみ殻牛糞堆肥（ソイルパワー）散布支援は１生産者10haを上限とし対象者及び散布圃
場の条件、支援内容等は別に定める。

２
年
３
作
導
入

支
援
対
策

事 業 費 1,300,000円
目 的 新規の２年３作体系導入に必要な播種機の購入を支援する。

内 容
●新規の２年３作の取組みにおいて、大麦・大豆（そば）生産に必要な播種機の購入額（税
別）の30%（上限70万円）を支援する。
●他の補助事業と併用する場合は補助金控除後の金額の15%とする

基 準 ●JA白山組合員でJA取扱商品であること　　●作付計画書を提出すること

そ
ば
生
産
振
興

対
策

事 業 費 3,000,000円
目 的 中山間地域におけるそばの生産振興を図るため、その生産に対し支援する。

内 容
●そば刈取に対する支援　反収に応じ、10ａあたり2,000円～4,000円
●そば収穫に必要なコンバイン購入額（税別）の30%（上限150万円）を支援する。
●他の補助事業と併用する場合は補助金控除後の金額の15%とする。

基 準 ●JA白山組合員でJA取扱商品であること　　●作付け計画書を提出すること
●そば栽培履歴を提出すること　　　　　　　●対象地区は中山間地域に限る

重
点
・
推
進
野
菜
、
花
卉
等

生
産
拡
大
対
策

事 業 費 2,000,000円

目 的 重点・推進野菜（ブロッコリー、ネギ、丸イモ、ナス、花卉）の生産出荷拡大と販路及び販
売価格確保のため支援を行う。

内 容

●出荷量に対する支援
　品目により、出荷量に応じ、１kgあたり1.5円（ニンジン）～20円（丸いも）花卉は販売高の１％
●新規に対する支援（JAグループと一体となった支援）
　栽培品目に応じ、10a（※）あたり１年目15,000円～20,000円、２年目7,500円～
10,000円　（※）フリージアは1.8ａあたり
●重点野菜生産のための機械（播種機・畝立て機・収穫機等）及び新規生産者の資材購入に
対し購入費（税抜）の20%の支援を行う。（上限は30万円）
●他の補助事業の対象となった金額は除く。

基 準
●JA白山組合員であること　　　　　　●部会加入者であること
●JAより購入した資材を対象とする
●指針に沿った栽培を実施すること　　●出荷計画書及び栽培履歴を提出すること

「２０２２営農の手引きデジタル版」 をリリースしました
　毎年、営農方針説明会等で配布しています「営農の手引き」を、
令和４年からは「デジタル版」を併せて公開することにいたし
ました。
　圃場や出先でもスマートフォーンやタブレット端末で確認が
できますので是非ご活用ください。右のQRコードやJA白山の
ホームページからダウンロードできます。

令和４年度 JA白山営農支援事業

支援事業についてのお問い合わせは、JA白山営農部（TEL 273-5277）まで

ダウンロード
ページは
こちら▼

　２月５日、管内４会場で令和４年度営農方針説明会を開催し、組合員約150人の参加がありました。
　説明会では令和４年度の重点方針として「水稲作における基本技術の徹底による収量向上」
「米・麦・大豆（そば）の２年３作と水田活用米穀による交付金の有効活用」「園芸振興作物の
集約とJA販売力の強化」「地域農業維持へのJA営農支援の提案と実践」の４項目を掲げ、JAが
独自に行う支援事業についても説明を行いました。

所得
 増大

生産
 拡大

地域
 活性
地域
 活性令和４年度 営農方針説明会開催
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２
月
14
日
、
林
加
工
場
で
第
４
回
グ
リ
ー
ン
レ

デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
が
開
催
さ
れ
、
女
性
部
の
部

員
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
の
発
酵
食
品
を
手
掛
け
る

厚
生
産
業
よ
り
講
師
を
招
き
、
大
豆
を
潰
し
容
器

に
収
め
る
ま
で
の
工
程
を
実
施
。
そ
れ
ぞ
れ
約
４

キ
ロ
の
味
噌
を
仕
込
み
、
各
家
庭
で
保
存
・
発
酵

さ
せ
、
９
〜
10
月
頃
に

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
そ
う
で
す
。

第
４
回
グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ

い
い
ね
！
伝
統
食

　
　
味
噌
づ
く
り
講
座

　
１
月
15
日
、Ｊ
Ａ
石
川
教
育
セ
ン
タ
ー
で
「
令
和

３
年
度
実
績
発
表
・
青
年
の
主
張
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
青
年
の
主
張
部
門
に
蔵
山
支
部
の
早
崎
真
由

支
部
長
が
出
場
し
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　「
私
た
ち
の
青
壮
年
部
活
動
」
と
題
し
、
今
後
の

蔵
山
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
、
園
児
へ
の
食
農
教
育

を
充
実
さ
せ
長
く
続
け
る
事
に
存
在
意
義
を
見
出

し
た
と
い
う
内
容
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
練
習
時
間
も

十
分
に
取
れ
な
い
中
で
し
た
が
、
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
同
日
、
手
作
り
看
板
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
も

行
わ
れ
、
ア
ー
ト
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

蝶
屋
支
部
の
山
本
洋
平
支
部
長
が
表
彰
状
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
石
川
県
青
壮
年
部
協
議
会

青
年
の
主
張
大
会

 

早
崎
真
由
さ
ん（
蔵
山
支
部
）が
優
秀
賞
受
賞

地域
 活性
地域
 活性

　青
壮
年
部

　女
性
部

地域
 活性
地域
 活性

蝶
屋
小
学
校
で
か
き
も
ち
あ
み
体
験

　
１
月
14
日
、
蝶
屋
小
学
校
の
５
年
生
47
名
が
か
き

も
ち
編
み
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
自
分
た
ち

で
育
て
て
収
穫
し
た
米
を
お
餅
に
し
、
西
田
勉
さ
ん

（
手
取
町
）
の
指
導
に
よ
り
か
き
も
ち
編
み
に
挑
戦
。

３
本
の
紐
を
使
用
し
吊
る
し
た
お
餅
が
落
ち
な
い
よ

う
に
す
る
の
は
難
し
く
、
最
初
は
思
う
よ
う
に
編
め

な
か
っ
た
児
童
た
ち
で
し
た
が
、
コ
ツ
を
つ
か
ん
で

か
ら
は
友
達
と
教
え
あ
う
姿
も
見
え
、
最
後
に
は

全
員
し
っ
か
り
と
編
み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
児
童
た
ち
は
井
関
生
産
組
合
の
加
工
場

の
見
学
も
行
い
、
冬
の
風
物
詩
と
し
て
有
名
な
か
き

も
ち
カ
ー
テ
ン
に
「
す
ご
い
」「
き
れ
い
」
と
の
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

エ
ア
リ
ー
フ
ロ
ー
ラ
出
荷
講
習
会
開
催

　
２
月
４
日
、
エ
ア
リ
ー
フ
ロ
ー
ラ
の
出
荷
に
向
け
、

県
内
で
統
一
し
た
規
格
等
で
の
出
荷
を
行
う
た
め

の
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
管
内
の
エ
ア
リ
ー
フ
ロ
ー
ラ
出
荷
者
で
あ
る
農
事

組
合
法
人
ど
ー
や
フ
ァ
ー
ム
Ｙ
Ｙ
の
施
設
を
会
場
と

し
て
、Ｊ
Ａ
白
山
・
松
任
・
の
の
い
ち
管
内
の
出
荷

者
が
集
ま
り
、
県
農
林
事
務
所
の
職
員
が
出
荷
時
期

や
出
荷
時
の
包
装
等
に
つ
い
て
細
か
く
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

　
収
穫
や
箱
詰
め
に
か
か
る
作
業
が
最
終
的
に
商
品

の
品
質
を
決
め
る
た
め
、
花
を
育
て
る
栽
培
技
術
と

同
じ
く
ら
い
重
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど

の
工
程
を
手
作
業
で
行
い
、
丁
寧
に
出
荷
さ
れ
た

エ
ア
リ
ー
フ
ロ
ー
ラ
が
皆
さ
ま
の
も
と
に
届
く
時

に
は
美
し
い
花
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

所得
 増大

生産
 拡大

そ
ば
生
産
部
会
設
立
に
向
け
た

準
備
会
開
催

　
２
月
16
日
、
手
取
支
店
会
議
室
で
そ
ば
生
産
部

会
設
立
に
向
け
た
準
備
会
が
行
わ
れ
、
管
内
そ
ば

の
生
産
者
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
白
山
吉
田
専
務
の
挨
拶
で
開
会
し
、
３
月

下
旬
の
部
会
設
立
総
会
に
向
け
、
規
約
や
役
員
構
成
、

今
後
の
生
産
体
制
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
水
質
の
良
い
白
山
麓
地
域
で
生
産
さ
れ
る
そ
ば

は
風
味
や
喉
越
し
が
良
く
、
石
川
県
内
で
も
有
数

の
そ
ば
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
部
会
設

立
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
や
お
い
し
い

白
山
そ
ば
の
安
定
供
給
を
目
指
し
ま
す
。

所得
 増大

生産
 拡大

営農だより 

地域
 活性
地域
 活性

バケツ稲で食育体験！！バケツ稲で食育体験！！
食や農を担う子どもたちに、日本の稲作に触れ、

もっと身近に考えてもらいたい。

　JA白山青壮年部

とっても
簡単！

お問い合わせ

参加資格：JA白山管内にお住まいの方
募集人数：先着40名（１家族１名まで）
参加費用：無料
申込受付：よらんかいねぇ広場（4月より受付開始）
配布方法：後日連絡いたします。
審査方法：稲穂の総重量で順位を決定します。

青壮年部本部事務局
TEL 272-3333
（担当：村上、太田）

「バケツ稲づくり」に挑戦して、稲の
成長・収穫の喜びを体験しませんか？ 初めての方も

大歓迎！！
初めての方も
大歓迎！！

お買物券

●このお買物券は上記店舗以外
では使用できません。精算前
にレジ係員へお渡しください。

●現金との引換えはできません。
●おつりの支払いはできません。
●お１人様１枚使用できます。

￥100
有効期限 2022.4.30
使
用
可
能
店
舗

●よらんかいねぇ広場
●Aコープ蝶屋店
●Aコープ手取店
●白峰支店

㈱ ジャコム石川

ダウンロード
データでは

ご使用いただけ
ません。

バケツ稲づくりコンテストバケツ稲づくりコンテスト

写真提供：
エアリーフローラ
プロモーション実行委員会

は
や
ざ
き
ま
さ
よ
し
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地域
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バケツ稲で食育体験！！バケツ稲で食育体験！！
食や農を担う子どもたちに、日本の稲作に触れ、

もっと身近に考えてもらいたい。

　JA白山青壮年部

とっても
簡単！

お問い合わせ

参加資格：JA白山管内にお住まいの方
募集人数：先着40名（１家族１名まで）
参加費用：無料
申込受付：よらんかいねぇ広場（4月より受付開始）
配布方法：後日連絡いたします。
審査方法：稲穂の総重量で順位を決定します。

青壮年部本部事務局
TEL 272-3333
（担当：村上、太田）

「バケツ稲づくり」に挑戦して、稲の
成長・収穫の喜びを体験しませんか？ 初めての方も

大歓迎！！
初めての方も
大歓迎！！

お買物券

●このお買物券は上記店舗以外
では使用できません。精算前
にレジ係員へお渡しください。

●現金との引換えはできません。
●おつりの支払いはできません。
●お１人様１枚使用できます。

￥100
有効期限 2022.4.30
使
用
可
能
店
舗

●よらんかいねぇ広場
●Aコープ蝶屋店
●Aコープ手取店
●白峰支店

㈱ ジャコム石川

ダウンロード
データでは

ご使用いただけ
ません。

バケツ稲づくりコンテストバケツ稲づくりコンテスト

写真提供：
エアリーフローラ
プロモーション実行委員会

は
や
ざ
き
ま
さ
よ
し
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修
会
開
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２
月
10
日
、
本
店
で
令
和
４
年
度
新
採
職
員
の
事

前
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産

の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
を
基
本
目
標
と
し
た
、

営
農
・
経
済
・
金
融
・
共
済
と
多
岐
に
わ
た
る
事
業

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
研
修
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、Ｊ
Ａ
白
山

の
ふ
れ
あ
い
訪
問

活
動
の
重
要
性
に

つ
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て
も
研
修
し
、

講
義
を
行
っ
た
先

輩
職
員
は
「
組
合

員
の
皆
さ
ま
と

し
っ
か
り
と
対
話

が
で
き
る
職
員
に

な
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

所得
 増大

生産
 拡大

新
生
活
は
新
し
い
自
動
車
で

　
　
カ
ー
ラ
イ
フ
フ
ェ
ア
開
催

　
３
月
５
日
・
６
日
、
マ
イ
カ
ー
セ
ン
タ
ー
で
カ
ー

ラ
イ
フ
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
新
車
や
特
選
中
古
車
を
展
示
。
ま
た
試
乗

車
も
多
数
ご
用
意
し
、
来
場
さ
れ
た
方
は
実
際
に
乗
り

心
地
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。
風
が
強
く
雪
が
降
る

時
間
帯
も
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

所得
 増大

生産
 拡大

農業資材（肥料・農薬）の休日営業のご案内農業資材（肥料・農薬）の休日営業のご案内

※日曜日の営業は原則行いません。（本店のみ５月１日、８日は営業）

農業者年金で安心・豊かな老後を
～農業者の老後は国民年金だけでは不安です～
◎農業に従事する方の老後の安心に役立ちます。

国民年金＋農業者年金

❶国民年金第１号被保険者　　❷年間60日以上農業に従事
❸20歳以上60歳未満の方

◎こんな方が加入できます。

◎保険料はいつでも変更できます。月々２万円から６万７千円まで
◎支払った保険料は全額社会保険料控除となり、所得税や住民税等の節税
　になります。

◎積立方式だから自分がかけた金額は年金として生涯もらえます。
　（仮に80歳前に亡くなった場合でも、死亡一時金が遺族に支給されます。）

問い合わせ先 お住まいの市町村農業委員会・JAの農業者年金担当
独立行政法人 農業者年金基金　専門相談員　TEL 03-3502-3199
　　　　　　 　　　　　　　　企画調整室　TEL 03-3502-3942

◎政策支援（保険料の国庫補助）が受けられます。
　例：認定農業者等で青色申告者で35歳未満の人は10,000円（5割）補助

　

軽油・灯油の配達はおまかせください

■ お問い合わせ

春の農用燃料価格対策
対象期間
3月1日～
5月31日

代表監事　 今　村　文　雄
常勤監事　 山　口　光　男
監　　事　 長　沖　　　隆
監　　事　 西　山　　　敬
員外監事　 小　川　正　樹

Ｊ
Ａ
白
山
監
事
会

情報提供受付窓口情報提供受付窓口
監事室 常勤監事　山口　光男

住　所 〒920－2154
白山市井口町に62番地１

電話番号 ☎076 -272 -8095

Eメール kanji@hakusan.is-ja.jp

※お電話での情報提供は、平日の午前９時
　～午後３時までにお願い致します。

　当JAの監事会は、JAの経営の健全性確保のため理事の職務
執行を監査するにあたり、理事の職務に関する組合員からの情
報提供受付窓口を設置しています。
　つきましては、当JAの理事の職務執行について、法令もしく
は定款への違反を疑わせる行為や不適切な行為などを見たり聞
いたりした場合は、お電話、封書またはEメールにより、監事
室までご連絡下さいますようお願い致します。
※ご好意による情報提供であっても、誹謗・中傷に類似する内容のものは受付
致しませんので、ご了承ください。
※ご提供頂きました情報の内容、ご提供者名等につきましては、個人情報保護
法及び当JAの規程に基づき厳重に管理し、秘密は厳守します。
※当JAの職員等が行う業務に関する一般的な苦情につきましては、支店または
本店の当該業務担当部署にご連絡下さい。

理事の職務に関する組合員からの情報提供受付窓口のご案内について

本店（営農経済部）
４月２日～10月１日
8：30 ～ 12：00

期　　間
営業時間

４月 毎週土曜日
29日
毎週土曜日
１・３・４・５・８日

毎週土曜日

毎週土曜日

毎週土曜日

毎週土曜日
19日

１日

５月

６月

８月

９月

10月

７月

手 取 支 店
４月２日～９月24日
8：30 ～ 12：00

期　　間
営業時間

４月 毎週土曜日
29日
毎週土曜日
３・４・５日

毎週土曜日

毎週土曜日

毎週土曜日

毎週土曜日
19日５月

６月

８月

９月

10月

７月

通常価格より３円引き通常価格より３円引き
●春の農作業用燃料のうち、
　田植機・トラクター用軽油・営農機用灯油に限り、期間中通常価格より３円引き 致します。

蝶屋給油所 TEL 278-4764      尾口給油所 TEL 256-7639　　パシュートつるぎ TEL 273-5577

マイカーセンター土曜日休業のお知らせ
　日頃よりマイカーセンターをご利用いただき誠にありが
とうございます。
　これまで土曜日の午前中を営業日としておりましたが、
ご利用者少数により４月より土曜日は休業日とさせて
いただきます。ご迷惑をおかけしますが、ご理解を賜り
ますようお願い申し上げます。
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新型コロナウイルス感染症に被患された場合、その後の健康状態によってはご加入いただけない
場合があります。医療保障に加入されていない方は、是非、お近くのJAまでご相談ください。

新型コロナウイルス感染症に関する共済金のお支払状況（入院保障）

順位

１位

２位

３位

全年齢

白内障

大腸の良性新生物（ポリープ等）

新型コロナウイルス感染症

60歳以下

新型コロナウイルス感染症

大腸の良性新生物（ポリープ等）

帝王切開

＊1 日帰り入院は、入院基本料の支払いの有無などにより判断されます。
＊2 生命保険文化センター「令和元年度生活保障に関する調査」より。自己負担費用は、治療費・食事代・差額ベッド代に加え、交通費（見舞に来る家族の交通費も含む）や衣類、日用品などを含む。高額療養費制度を利
用した場合は利用後の金額。　　

＊3 治療共済金の通算支払限度回数は、共済期間を通じて100回となります。治療共済金を100回お支払いした場合、ご契約は消滅します。
＊4 お支払いの対象となる最初の入院の退院日の翌日以後60日以内に再度入院された場合は、入院の原因にかかわらず、これらの入院を１回の入院とみなします。
＊5 先進医療とは、療養を受けられた時点において厚生労働大臣が定める先進医療をいいます(一定の施設基準があります)。先進医療共済金の額は、先進医療にかかる技術料が１万円以上の場合は技術料の額、１万
円未満の場合は一律１万円となります。

約26,000件 11.5日
短期間の入院でも、
入院時の差額ベッド代や
休業中の収入減少など、
まとまった額の自己負担費用が
発生することがあります。

※JA共済の共済金支払実績より
　（令和4年１月末現在）

この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご覧ください。また、ご契約の際には、「重要事項説明書（注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

詳しい情報はホームページをご覧ください JA共済ホームページアドレス　https://www.ja-kyosai.or.jp

新型コロナウイルス感染症による
入院保障のお支払件数

新型コロナウイルス感染症による
入院の平均日数

【ご契約例】 ●共済金額30万円 ●共済期間：終身 ●共済契約の型：４回型 ●先進医療保障：あり　　

日帰り入院を含め、入院１日目から
まとまった一時金をお受け取り！
入院前から退院後まで、さまざまな費用にお使いいただけます。

入院日数に応じて
給付金をお受け取り

これまでの医療保障

新型コロナウイルス感染症により入院や自宅療養等をされた場合も保障の対象となります

１日目

１日目

2日目 3日目

例えばこんな費用に充てることができます！

一時金型一時金型

日額型日額型

【お支払い例】 90日間入院をされた場合

治療共済金　：

先進医療共済金 ： 1回あたり技術料相当額（通算2,000万円まで）
先進医療一時金 ： 1回あたり先進医療共済金の額×10％（上限30万円）

総受取額

120
治療保障

30万円

１日目

30万円

30日目

30万円

60日目

30万円

90日目

（1回の入院　 につき1、30、60、90日目ごと）

先進医療保障

ご
加
入

入院の原因ランキング

日帰り入院 からまとまった一時金を受け取れる
新しい医療保障です。
日帰り入院

ＪＡの新しい医療共
済

「メディフル」のご
案内

入院における
自己負担費用と
逸失収入の
総額の平均は

30.4万円です。

万円

万円30

￥ 入院前入院前 入院中入院中 退院後退院後

入院に向けた
日用品の購入
入院に向けた
日用品の購入

食事代・
差額ベッド代
食事代・
差額ベッド代 快気祝い快気祝い

逸失収入（休業中の収入減少、残業手当等）逸失収入（休業中の収入減少、残業手当等）

検査・通院検査・通院 治療・手術治療・手術 通院・投薬・
リハビリ
通院・投薬・
リハビリ

※　共済金のお支払いは、ご契約ごとに定められている所定の条件を満たす必要があります。
※　今後の政令改正等によっては、本取扱いを終了する場合があります。

裏面にもお知らせがあります→

お心あたりのある方や、ご契約内容にご不明な点等がある方は、

お近くのＪＡまでお問い合わせください。

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）にかかる
入院保障の取扱いについて

新型コロナウイルス感染症に被患され、下記の事由に該当された場合、
「疾病による入院」として、 入院保障の対象 となります。 入院保障の対象 となります。

入院されたとき 医療機関等の事情により、
宿泊施設や自宅等での
療養を余儀なくされたとき

（療養された期間に関する所定の証明をご提出いただく必要があります）
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お問い合わせは

新型コロナウイルス感染症に関する
大切なお知らせ

このたびの新型コロナウイルス感染症により影響を受けられたみなさまに、心よりお見舞い申し上げます。

オミクロン株をはじめとした新型コロナウイルス感染症が急速に拡大しておりますので、

ＪＡ共済では、ご加入の保障をしっかりとお役立ていただけるよう、

新型コロナウイルス感染症に伴う共済金のご請求忘れがないかを確認させていただいております。

本店共済課 ☎272-3017
つるぎ支店 ☎272-1515
大 神 支 店 ☎272-0620

蝶屋支店 ☎278-2315
手取支店 ☎255-5001
白峰支店 ☎259-2003
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白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

JA白山
（@530vzuic）

（令和４年１月末実績参考）

組合員数  6,966名（団体含）

貯金残高 77,026百万円

貸出金残高 13,358百万円

長期共済保有高 1,857億円

購買品供給高 1,915百万円

販売品取扱高 1,065百万円

私たちの 無料税務相談会
■ 開 催 日 時

■ 開 催 場 所
令和４年４月25日㈪　
JA白山  本店

■ お問い合わせ・お申込先 本店総務課 藤本
■ 顧問税理士 税理士 本田　英夫（㈱アーマス）

要予約

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

午前９時～12時（基本30分単位）

特 集 白山市と高齢者見守り活動に関する
協定を締結

今月は、お買物券付き
表紙の写真

エアリーフローラ

採用に関するお問い合わせ先

新

新規職員採用について

規職員採用

●学　　歴　大学・短大・専門学校・高校卒　
●学 部 等　全学部全学科
●応募資格
①大学卒業・卒業見込者
②短期大学、専門学校卒業・卒業見込者
③高校卒業・卒業見込者
（令和２年３月～令和５年３月卒業・卒業見込の方）
●説 明 会
　本 店：令和４年４月１日（金）午後２時～
　Web：令和４年４月８日（金）、13日（水）
　　　　午後２時～
　会場　本店説明会：JA白山本店
　　　　Web説明会：インターネット上
●願書受付期間
　令和４年４月４日（月）～４月22日（金）必着
●願書受付場所　JA白山本店 総務課
●選考日時
1次選考会（一般常識・作文または小論文・適性検査）
　令和４年４月25日（月）～５月２日（月）
2次選考会（役員面接）
　令和４年５月13日（金）午後２時～

■募集要項

●応募書類
履歴書（学校指定用紙、自筆、3ヶ月以内に
撮影した写真添付）
卒業見込証明書・学業成績証明書（後日送付可）
●選考場所
１次選考会：インターネット上
　　　　　　（作文または小論文のみ郵送）
２次選考会：JA白山本店
●方　針
JA白山は、協同と相互扶助を基本とし、組合員
及び地域社会への貢献活動を推進し、明るく誠
実で、目標に向かって積極的に取り組むことの
出来る人材を採用する。

令和５年度採用についてわからない点や疑問に思うことがありましたら遠慮なくお問い合わせ
ください。（受付時間：平日 午前9：00 ～午後5：00）

〒920-2154  石川県白山市井口町に62番地1
白山農業協同組合本店総務部総務課 令和５年度新規職員採用　担当  藤本、太田
TEL：(076)272－3333(代)　Mail：soumu@hakusan.is-ja.jp　ＨＰ：https://www.ja-hakusan.jp/

就職支援サイト「リクナビ」およびJA白山
ホームページ、本支店窓口において募集案
内を行っていますが、最新情報は当JAホー
ムページで掲載していますので確認してく
ださい。また、応募受付済みの方には随時
連絡を行いますので、早めにエントリーを
済ませることをおすすめします。

■採用人数　若干名
■職　　種　一般職：営農、経済、総務、信用、共済、農産物直売所の営業と事務全般
　　　　　　技術職：自動車・農業機械の整備

令和５年度
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